
（1）HBs 抗原：�Ｂ型肝炎ウイルスに感染しているかを調べる検査です。陽性の場合、現在Ｂ型肝炎ウイルスが存在し
ている、 感染中である可能性があります。さらに詳しい検査を行う必要があります。 

（2）HCV抗体：�Ｃ型肝炎ウイルスに感染しているかを調べる検査です。Ｃ型肝炎は慢性肝炎に移行する可能性が
40％～ 50％で、その後肝硬変に移行し肝がんを発症する可能性が高いといわれています。陽性の
場合、過去にＣ型肝炎に感染したことがある、または現在も持続して感染していることを示します
ので、精密検査と経過観察が必要です。 検査上、疑陽性の場合もありますので医療機関にてご確認
ください。 

HCV抗体検査の偽陽性について
この検査は抗体検査で、C型肝炎ウイルスに現在感染しているかどうかだけでなく、過去に感染したことがある可
能性も含めて広く調べるための検査です。Ｂ型肝炎とは異なりC型肝炎抗原検査は感度が低くコストもかかるため、
感染の見逃しを防ぐ目的からC型肝炎では抗体検査を一次検査として行っています。
抗体が陽性と判定された場合でも、過去の感染や治癒後の影響などにより、精密検査では現在の感染が認められ
ないことも多くあります（偽陽性）。現在の感染の有無は、医療機関における精密検査で確認が必要です。

抗原と抗体について
抗原とは免疫応答を引き起こす物質のことです。自然界に存在するウイルス、細菌、カビや寄生虫、動植物、食物
だけでなく、人工的に作り出した化学物質なども含まれ、免疫システムが異物を認識するときの標的になります。
こうした異物が体内に侵入したとき、対抗する物質としてつくられるのが抗体です。侵入してきた異物（抗原）と
結合する性質をもっています。抗原がこの産生された抗体と結合することを抗原抗体反応といい、抗原を無毒化す
ることによって生体を防御します。
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